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コロナウィルスを吹き飛ばしましょう！

令和２年度中原校区大運動会の開会式で、子どもたちにこんな話をしました。

「児童の皆さん、待ちに待った運動会が始まります。暑い日差しのなか、練習を

行ってきました。その成果を発揮するときです。特に、６年生は熱い思いで臨んで

いることでしょう。コルナウィルスに負けないために、プラス思考を持つ人になっ

てほしい。そのために、楽しいことをできるだけハッキリ考えることをお願いして

きました。そして、あなたたちは運動会スローガン

『前向きな気持ちで 笑顔をとどける これまでに

ない運動会』を掲げました。これまで、制限された

生活のなかで嫌なことや苦しいこともあったでしょ

う。運動会を成功させようと必死になっているあな

たたちの姿に感動して涙が出てきます。今日はみん

なで、コロナウィルスを吹き飛ばしましょう！

それでは、児童の皆さん、令和二年度中原校区大運動会を精一杯盛り上げて、大

成功させましょう。元気、元気、元気の森校長先生からのお願いです。みんなで、

もう一度、元気、元気、元気！」（※運動会の様子は、ホームページの学校生活9月13

日投稿「中原校区大運動会2020」もご覧ください。）

ガッツだぜ！オリンピック！！

プログラム１番は徒走です。放送で名前を呼ば

れたら、大きな返事とともに手を挙げます。そし

て、意気込みを言ったら前方に礼をします。「がん

ばります。」「負けないように走ります。」緊張のあ

まり、礼を忘れてしまう１年生もいました。全力

でグラウンドを駆けた子どもたちです。

青空へシュート！「赤白玉入れ」

大人気の玉入れ。

学年ごとの勝負でし

た。連続シュートが

決まったのは誰でし

ょうか？盛り上がる

子どもたちでした。

赤白応援合戦

団長を中心とした６

年生に熱い思いを感じ

ました。練習のときか

ら、常に下級生に声を

かけている姿がありま

した。最上学年として

の自覚を持ち、何としても運動会を成功させたいという強い気持ちが伝わってきま

した。あなたたちの未来が楽しみです。コロナウィスル感染症拡大というマイナス

を見事にプラスに変えてくれました。本当に、ありがとうございました。

コロナに負けない親子の絆

担当職員が悩みに

悩んで考えた競技で

す。前半は特技披露、

体ジャンケンの後、

後半は親子で二人三

脚・一輪車・おんぶ

のいずれかでゴールとなります。なかには、保護者をおんぶしてゴールする子ども

もいました。保護者も子どもの成長を実感されたのではないでしょうか。親子の絆

でコロナウィルスを撃退することができました。競技の前後には、親子で「ウォッ

シュタイム」です。音楽に合わせて、上手に手の消毒ができました。

コロナ退散！中原ソーラン

子どもたちが「どう

してもやりたい」と言

った競技が「中原ソー

ラン」でした。１番時

間をかけて練習してき

ました。法被を着て、

一体となって踊る子どもたちの姿は美しく、たくましさを感じることができました。

バトンをつないで赤白リレー

プログラム８番、最後の競技は全員リレーでした。

練習のなかでも一進一退で、最後の最後までどうな

るか分かりませんでした。子どもたちは全力で走り、

バトンをつないでいきました。来年に向けて、６年

生から５年生へつながれた瞬間でもありました。


